
学生が患者像を描く過程に関する研究

研究テーマ

学生にとって初めての実習である基礎看護学実習において学生は
どのように患者の事実に着目し、感じ考えながら患者を捉えてい
くのか、その過程の特徴を明らかにする研究です。

概要

学生が実習において、どのような事実に着目し、どのようなこと
を感じ考えているのか、目には見えない学生の認識活動の特徴を
明らかにしました。今後は学生が患者を捉えるという認識活動を
意識しながら実習指導を行い、学生の看護実践力の更なる向上に
つなげていきたいと考えております。

具体的な内容

看護（基礎看護学） 助教／ 伊尾喜恵
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Information（情報）

https://www.mpu.ac.jp/professors/kango-keiioki/
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